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　平和学習の一環として 3月 6日、世界的バレエダンサーで
淡路島在住の針山愛

え み

美さんと、ウクライナから避難してきた
ソフィア・シェイコさんによる出前授業が倭文小学校であり
ました。児童 61 人がウクライナの状況を聞いたり、バレエ
の動きを実践したりしました。
　ロシアによるウクライナ侵攻から避難したバレエダンサー
を支援する針山さんと、バレエを続けようと来日したソフィ
アさん。２人は「普通の毎日がどれだけ平和かを感じて、今
を一生懸命に生きてほしい」と児童たちに語りました。

バレエの足のポジションを教わって
実践する児童たち

「今を一生懸命に」「今を一生懸命に」
倭文小で平和学習倭文小で平和学習



2023.4.1発行

市政ひろば市政ひろば市政ひろば

33 22

～新型コロナからの再始動～
子育ての喜びが見えるまちの実現へ

施政
方針

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業
な

ど
を
通
じ
た
、
シ
ニ
ア
の
方
々
の
さ
ら
な
る
活
躍

の
場
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
加
え
て
、

健
康
づ
く
り
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
で
き

る
だ
け
長
く
住
み
慣
れ
た
場
所
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
も
推
進
す
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
の
ル
ー
ト
再
編
、
運
賃
低
減
化
な
ど
、

人
に
寄
り
添
う
公
共
交
通
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

❷
子
育
て
環
境
の
向
上
と
教
育
の
充
実

　「
子
育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
三
つ
の
柱
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
一 

つ
目
は
「
学
ぶ
楽
し
さ
日
本 

一 

」
の
実
現
に

向
け
た
、学
校
教
育
の
充
実
で
す
。総
合
学
習「
コ

ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」
を
伸
ば
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
学

ぶ
楽
し
さ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
核
に
、
全
世
代

で
の
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
々
に

見
守
ら
れ
て
過
ご
す
場
の
拡
充
で
す
。
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
や
部
活
動
の
地
域
移
行
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
と
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
場
を
拡
大

し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
改
修
な
ど
、
学
習
環
境

の
整
備
も
着
実
に
進
め
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
体
制
の
充

実
で
す
。
子
育
て
に
優
し
い
職
場
環
境
づ
く
り

な
ど
、「
子
育
て
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
や
そ

の
他
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
全
体
で
子

育
て
世
代
を
応
援
す
る
気
運
を
形
成
し
ま
す
。

高
校
生
世
代
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

❸
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
地
元
産
業
の

　
活
性
化

　
昨
今
の
食
料
・
飼
料
の
高
騰
に
よ
り
、
一 
次

産
業
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
担
い
手
確
保
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の 

一 

層
の
向
上

な
ど
、
農
畜
水
産
業
の
課
題
緩
和
に
努
め
、
淡

路
瓦
や
淡
路
手
延
べ
そ
う
め
ん
を
は
じ
め
と
す

る
地
場
産
業
支
援
、
商
工
会
と
連
携
し
た
起
業

支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
観
光
産
業
は
、
最
も
伸
び
し
ろ
の
大
き
い
分

野
の 

一 

つ
で
す
。
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
な
ど
を
見
据
え
、
県
や
鳴
門
市
等
と
も
連
携

し
な
が
ら
淡
路
島
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の

強
化
に
よ
り
、本
市
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

移
住
や
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
を
重

ね
ま
す
。

❹
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
や
市
民
が
、
防
災
・
防
犯
な
ど
に
高
い

意
識
を
共
有
し
、「
安
全
・
安
心
に
取
り
組
む

ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
は
、
市
や
地
域
の
魅
力
と

な
り
ま
す
。
日
頃
の
備
え
や
助
け
合
う
心
と
い

う
ソ
フ
ト
面
、
公
共
が
中
心
に
実
施
す
る
ハ
ー
ド

面
が
か
み
合
う
よ
う
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
警
察
、
防
犯
協
会
や
交
通
安
全
協
会

の
皆
さ
ま
と
も
協
力
し
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の

防
止
に
向
け
た
広
報
・
啓
発
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
、
差
別
や
人
権
相
談
な

ど
に
適
切
に
対
応
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
人
権
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

❺
「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の
実
現
に
よ
る

　
ま
ち
づ
く
り

　「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
は
、
四
つ
の
行
動
を

進
め
て
い
く
た
め
の
大
原
則
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地

域
や
各
種
団
体
と
の
対
話
や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

力
の
強
化
、
市
役
所
の
人
材
・
組
織
開
発
に
よ

り
「
最
強
の
市
役
所
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
２
月
21
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
1
８
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
守
本
市
長
が
市
政
運
営

の
基
本
方
針
や
主
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
予
算
と
主
要
事
業
の
記
事
は
４
～
７
頁
）

【
時
代
認
識
と
市
政
理
念
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
に
加
え
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
る
物
価

高
騰
や
自
然
災
害
の
頻
発
に
よ
り
社
会
や
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
市
民
と
の
協
働
を
強
め
な
が
ら
、
少
子
・

高
齢
社
会
を
克
服
す
る
柱
と
な
る
五
つ
の
行
動

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
そ
れ

ぞ
れ
の
柱
に
新
た
な
要
素
を
加
え
つ
つ
、「
子
育

て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

さ
ら
に
市
政
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

【
五
つ
の
行
動
】

❶
超
高
齢
社
会
の
克
服

　
健
康
な
高
齢
者
が
産
業
や
社
会
活
動
を
通
じ

て
、
経
済
社
会
を
支
え
る
側
と
し
て
貢
献
し
続

け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
超
高
齢
社
会
を
克
服

議会で施政方針を述べる守本市長

施政方針全文心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を

観
光
ガ
イ
ド
に
３
人
認
定

い
た
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
た
啓
発

物
の
作
成
、
市
内
の
高
校
生
が

作
成
し
た
啓
発
音
声
の
放
送
、

投
票
所
へ
の
移
動
支
援
な
ど
を

実
施
。
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
稲
本
寛
治
委
員
長
は
「
選
挙

事
務
に
は
多
く
の
人
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
を
申
し

あ
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
に
執
行
さ
れ
た
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、
適
正

な
選
挙
管
理
、
投
票
環
境
の
向

上
な
ど
に
尽
力
し
た
と
し
て
、

南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会

が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
同
選
挙
で
市
選
挙
管
理
委
員

会
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
学
校
で
の
期
日
前
投
票
所
の

設
置
、
市
内
の
小
中
学
生
が
描

　
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万

博
に
向
け
て
、
国
内
外
か
ら
訪

れ
る
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め

よ
う
と
南
あ
わ
じ
市
で
は
観
光

ガ
イ
ド
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
第
１
期
生
と
し
て
試

験
に
合
格
し
た
３
人
が
、
観
光

ガ
イ
ド
と
し
て
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
認
定
を
受
け
た
の
は
、
近
藤

美
保
子
さ
ん
、
久
留
米
桃
子

さ
ん
、
清
水
ま
き
さ
ん
。
３
人

市
選
挙
管
理
委
員
会
が

総
務
大
臣
表
彰
受
賞 は

南
あ
わ
じ
市
在
住
で
、
令
和

３
年
11
月
か
ら
養
成
講
座
を
受

講
。
座
学
や
観
光
地
で
の
実
地

練
習
な
ど
で
ガ
イ
ド
に
必
要
な

知
識
と
技
術
を
学
ん
だ
ほ
か
、

福
良
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
作
り

込
む
た
め
、
足
し
げ
く
現
地
に

通
い
、
案
内
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
は
今

後
、
市
役
所
な
ど
を
通
じ
て
観

光
案
内
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
が
で

き
る
体
制
を
強
化
し
よ
う
と
、

市
で
は
第
２
期
と
な
る
養
成
講

座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
左
か
ら
）観
光
ガ
イ
ド
の
認
定
を
受
け
た

近
藤
さ
ん
、久
留
米
さ
ん
、清
水
さ
ん

（
左
か
ら
）市
選
挙
管
理
委
員
会
の
林
由
美

子
さ
ん
、稲
本
寛
治
さ
ん
、池
田
健
さ
ん
、

菅
功
さ
ん

　
南
あ
わ
じ
市
が
整
備
を
進
め

て
い
た
新
火
葬
場
「
南
あ
わ
じ

市
斎
苑
　
桜
花
の
郷
」
が
完
成

し
、
4
月
1
日
よ
り
供
用
を
開

始
し
ま
す
。

　
旧
火
葬
場
（
賀
集
）
は
供
用

開
始
か
ら
約
57
年
が
経
過
。
老

朽
化
が
課
題
と
な
り
、
新
施
設

の
建
設
に
至
り
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
周
辺
環
境
に
配
慮

し
、
最
新
の
環
境
汚
染
防
止
機

能
を
取
り
入
れ
た
火
葬
炉
４
基

を
備
え
て
い
ま
す
。
火
葬
の
間

に
会
葬
者
が
使
用
で
き
る
待
合

室
も
設
け
ま
し
た
。
建
物
全
体

は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
し
、
人
と
環
境
に
優
し
い
施

設
と
し
て
建
築
し
ま
し
た
。

新
火
葬
場

「
南
あ
わ
じ
市
斎
苑
桜
花
の
郷
」

▽
所
在
地
　
南
あ
わ
じ
市
桜
花

の
郷
１
（
陸
の
港
西
淡
か
ら

車
で
約
６
分
）

※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

新
火
葬
場
「
桜
花
の
郷
」

４
月
１
日
供
用
開
始

新施設の外観新施設の玄関ホール

「南あわじ市斎苑 桜花の郷」位置図

陸の港西淡

至 賀集

至 榎列

至 阿那賀

神戸
淡路
鳴門
自動
車道

桜花の郷
マルナカ
南あわじ店



歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源
（
38
・
２
％
）

　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が
独

自
で
調
達
す
る
お
金

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸
寄
附
金

＝
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
❹
諸
収
入

＝
貸
付
金
元
利
収
入
や
預
金
利
子

な
ど
❺
使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公

共
施
設
の
使
用
料
な
ど
❻
そ
の
他

＝
分
担
金
及
び
負
担
金
、
財
産
収

入
な
ど

◆
依
存
財
源
（
61
・
８
％
）

　
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に
入
っ
て

く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源
の

均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
❷
市
債
＝
事
業
を
す
る

際
に
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
❸

国
庫
・
県
支
出
金
＝
事
業
に
対
す

る
国
・
県
か
ら
の
補
助
❹
地
方
消

費
税
交
付
金
＝
地
方
消
費
税
の

　一　

部
を
財
源
と
し
て
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
❺
地
方
譲
与
税
＝
国

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
律
的
に

譲
与
さ
れ
る
お
金
❻
そ
の
他
＝
法

人
事
業
税
交
付
金
な
ど
の
交
付
金

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少
子

化
対
策
な
ど
❷
総
務
費
＝

　一　

般
事

務
経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど
❸

公
債
費
＝
借
入
金
（
市
の
借
金
）

の
返
済
金
❹
土
木
費
＝
道
路
や
河

川
・
公
園
の
整
備
・
管
理
な
ど
❺

教
育
費
＝
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の

整
備
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振

興
な
ど
❻
農
林
水
産
業
費
＝
農
林

水
産
業
の
振
興
、
ほ
場
整
備
、
鳥

獣
被
害
対
策
な
ど
❼
衛
生
費
＝

保
健
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
❽
商

工
費
＝
地
域
商
工
業
の
振
興
、
観

光
事
業
の
促
進
な
ど
❾
消
防
費
＝

防
災
対
策
や
市
消
防
団
に
よ
る
消

防
・
救
急
活
動
な
ど
�
議
会
費
＝

議
会
の
運
営
な
ど
�
そ
の
他
＝
労

働
費
、
諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
、

予
備
費
な
ど

44

◆
歳
出

　
民
生
費
は
、
高
校
生
世
代
医
療
費
無

償
化
に
か
か
る
こ
ど
も
医
療
費
助
成
金
の

増
が
あ
る
一
方
で
、
神
代
保
育
所
大
規
模

改
造
事
業
費
の
減
や
生
活
保
護
費
の
扶
助

費
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
減
少
し

71
億
１
９
６
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
道
路
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

費
や
治
水
総
合
対
策
事
業
費
の
増
な
ど
に

よ
り
、
32
億
３
９
８
８
万
円
と
昨
年
度
よ
り

も
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
火
葬
場
建
設
事
業
や
下
水

放
流
施
設
建
設
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
昨

年
度
よ
り
大
幅
減
の
17
億
55
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備

事
業
費
や
元
辰
美
中
学
校
跡
地
施
設
利
活

用
事
業
補
助
金
の
増
に
よ
り
、
昨
年
度
よ

り
増
額
と
な
り
16
億
１
０
７
９
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
歳
入

　
市
税
は
、
タ
マ
ネ
ギ
価
格
の
高
騰
や
最

低
賃
金
の
上
昇
に
伴
う
個
人
市
民
税
の

増
額
、
製
造
業
の
好
調
に
よ
る
法
人
市

民
税
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定

資
産
税
は
家
屋
の
新
築
や
減
額
適
用
期

間
の
終
了
な
ど
を
見
込
み
、
全
体
で
は

57
億
２
２
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、

代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の

振
替
額
が
１
億
８
０
０
０
万
円
減
と
な
っ

た
も
の
の
、
市
税
な
ど
の
収
入
額
の
増

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
減
額
と
な
り
、

83
億
２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備
事

業
に
よ
る
増
が
あ
る
一
方
で
、
火
葬
場
建

設
事
業
、
下
水
放
流
施
設
建
設
事
業
完
了

に
伴
う
減
な
ど
に
よ
り
29
億
９
６
４
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
政
策
の
柱
で
あ
る
「
五

つ
の
行
動
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
要
素

を
加
え
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
制
約

か
ら
再
始
動
す
る
年
に
な
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
「
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
再
始
動

予
算
」
と
し
て
、
一
般
会
計
予
算
額
は

２
９
３
億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令和 5 年度一般会計予算　　　 293 億 4,000 万円

歳入 293 億 4,000 万円歳出 293 億 4,000 万円

市税市税
57 億 2,276 万円57 億 2,276 万円

（19.5％）（19.5％）

県支出金
18 億 8,965 万円

（6.4％）

地方消費税交付金
11 億 4,000 万円

（3.9％）

地方譲与税　2 億 8,800 万円（1.0％）

寄附金　20 億 200 万円（6.8％）

諸収入　7 億 9,465 万円（2.7％）

繰入金　20 億 6,018 万円（7.0％）

使用料及び手数料　4 億 5,116 万円（1.6％）

民生費民生費
71 億 1,969 万円71 億 1,969 万円

（24.3％）（24.3％）

教育費教育費
29 億 5,468 万円29 億 5,468 万円

（10.1％）（10.1％）

総務費総務費
38 億 6,281 万円38 億 6,281 万円

（13.2％）（13.2％）

公債費公債費
32 億 8,899 万円32 億 8,899 万円

（11.2％）（11.2％）

農林水産業費農林水産業費
21 億 4,082 万円21 億 4,082 万円

（7.3％）（7.3％）

土木費土木費
32 億 3,988 万円32 億 3,988 万円

（11.0％）（11.0％）

衛生費衛生費
17 億 55 万円17 億 55 万円

（5.8％）（5.8％）

商工費
16 億 1,079 万円

（5.5％）

議会費　2 億 73 万円（0.7％）

消防費　10 億 5,769 万円（3.6％）

その他　21 億 6,337 万円（7.3％）

問財務課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

令和５年度予算の
詳しい内容につい
ては上記二次元
コードからご覧く
ださい。

その他　1 億 7,966 万円（0.6％）

・分担金及び負担金 1 億 1,959 万円
・財産収入 6,007 万円

その他　2 億 5,700 万円（0.9％）

・法人事業税交付金 7,700 万円
・配当割交付金 5,400 万円　など

項　目 予算額 前年度比
国民健康保険 62億 3,485 万円 -4.5％
後期高齢者
医療 8億 1,070 万円 +10.0％

介護保険 50億 2,158 万円 +0.3％

土地開発 365万円 0.0％
産業廃棄物
最終処分 7,942 万円 +39.4％

国民宿舎 2,215 万円 +20.6％

下水道 58億 615万円 -0.7％

財産区４会計 1,678 万円 -28.8％

合　計 179 億 9,528 万円 -1.2％

特別・企業会計

  基金（貯金）残高の見込み
令和5年度末 市民1人当たり

一般会計 126億2,094万円 28万500円

特別会計 18億15万円 4万円

合　計 144億2,109万円 32万500円

  市債（借金）残高の見込み
令和5年度末 市民1人当たり

一般会計 335億1,928万円 74万4,900円

特別会計 9,968万円 2,200円

企業会計 250億8,937万円 55万7,600円

合　計 587億833万円 130万4,700円

※市民 1人当たりの額は、令和 5年 2月末住民基本台
帳人口44,996 人で算出

一般会計歳出（性質別）
項　目 予算額 構成比
補助費等 49億 3,677 万円 16.8％

人件費 47億 7,343 万円 16.3％

物件費 46億 6,350 万円 15.9％
普通建設
事業費 40億 3,899 万円 13.8％

公債費 32億 8,899 万円 11.2％

扶助費 30億 3,246 万円 10.3％

繰出金 22億 8,208 万円 7.8％

その他（注） 23億 2,378 万円 7.9％

合　計 293 億 4,000 万円 100.0％
（注）維持補修費、予備費、積立金、投資・出資・貸付金、
　　　災害復旧事業費

国庫支出金国庫支出金
22 億 8,854 万円22 億 8,854 万円

（7.8％）（7.8％）

地方交付税地方交付税
92 億 7,000 万円92 億 7,000 万円

（31.6％）（31.6％）

市債市債
29 億 9,640 万円29 億 9,640 万円

（10.2％）（10.2％） 依存財源
（61.8％）

自主財源
（38.2％）



※写真付で事業概要をわかりやす
く説明した「事業概要説明書」
を市ホームページ
に掲載しています。
二次元コードから
ご覧ください
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令和５年度 主要事業
～子育ての喜びが見えるまちづくり～◆は新規事業

令和５年度主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～

❶ 超高齢社会の克服

高齢者等元気活躍推進事業　　　　　1,260 万円

　「おもいやりポイント制度」「働くシニア応援プロ
ジェクト」「生涯現役カレッジ」「シニアの生活活躍
総合相談窓口」を実施し、高齢者等が地域社会を支
える側に立ち続ける生涯活躍社会をめざします。

◆バス利用促進事業　　　　　　　　1,415 万円

　市域をまたいで運行する路線バスの運賃を約４割
助成することで利用促進を図り、路線の維持・確保
に努めます。

継続事業

　町ぐるみ健診事業、障害者相談支援体制の充実など

大規模災害への備え　　　　　　　　2,770 万円

　大規模災害への備えとして、避難経路整備工事や
避難所の衛生的な生活環境を確保するためのマン
ホールトイレの整備、迅速な被害状況把握のためド
ローン経路図作成などを実施します。

❹ 安全・安心のまちづくり

◆道路除草や側溝清掃への助成　　　1,000 万円

　地域の良好な道路環境などの維持をめざし、地域
住民が自ら行う市道の除草、側溝清掃に対し助成金
を交付します。

継続事業

　治水総合対策事業、道路橋梁維持事業など

❺ 「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり

◆地域の担い手づくり事業　　　　　　400 万円

　地域を支える新たな担い手が、幅広い世代の地域
活動への参画を促進するために行う取り組みに対し
て補助を行います。

◆自治会加入促進事業　　　　　　　　200 万円

　自治会への加入促進チラシの作成や未加入世帯と
の関係づくりを目的とした交流事業などの自治会加
入促進の取り組みに対し補助金を交付します。

継続事業

　協働のまちづくり、シティプロモーション推進事
業など

◆学ぶ楽しさ支援センター運営事業　2,820 万円

　「学ぶ楽しさ支援センター」を開設し、課題を抱
える子ども・保護者への個別相談の実施、教職員自
主研修の支援など、教育支援体制の確立を図ります。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実

高校生世代までの医療費無償化　1 億 6,953 万円

　従来の０歳～中学生までの医療費無償化に加え、
令和５年度からは対象を高校生世代まで拡充しま
す。（満１歳から所得制限あり）

継続事業

　アフタースクール事業、淡路人形浄瑠璃伝承事業
など

❸ 地域の資源を活かした地元産業の活性化

大鳴門橋周辺環境整備事業　　　6 億 8,720 万円

　大阪・関西万博を契機に交流人口の増加を図るた
め、大鳴門橋周辺施設の整備を行います。令和５年
度は、道の駅うずしおリニューアル工事、市道阿那
賀線の拡幅工事などを実施します。

継続事業

　灘黒岩水仙郷リニューアル事業など

◆ＥＶバス導入事業　　　　　　　　7,520 万円

　コミュニティバス「らん・らんバス」の一部にＥ
Ｖ（電気自動車）を導入し、環境負荷の少ない社会
の構築を目指します。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実

❸ 地域の資源を活かした
　 地元産業の活性化

❺ 「対話と行動の行政」の
　 実現によるまちづくり❹ 安全・安心のまちづくり

「五つの行動」

　政策の柱である「五つの行動」のそれぞれに新たな要素を加え
た事業を展開し、「子育ての喜びが見えるまち」の実現をめざし
ます。
　その中でも「地域や人とのつながりによるまちづくり」「大阪・
関西万博を見据えた環境整備」「子育て環境の安全・安心」に重
点的に取り組みます。

令和５年度重点事業
Ⅰ．地域や人とのつながりによるまちづくり　10 億 9,477 万円
　＜地域との協働＞
　　地域の担い手づくり事業、自治会加入促進事業、地域づくりチャレンジ事業など
　＜ふるさととのつながり＞
　　ふるさと南あわじ応援寄附金事業、若者ふるさと応援便事業、シティプロモーション推進事業など

Ⅱ．大阪・関西万博を見据えた環境整備　17 億 8,850 万円
　＜観光の条件整備＞
　大鳴門橋周辺環境整備事業、灘黒岩水仙郷リニューアル事業、
　徳島空港線バス実証運行事業など

　＜インフラ環境美化＞
　道路橋梁維持事業、河川や排水路の維持など

　＜脱炭素への取り組み＞
　ＥＶバス導入事業、温室効果ガス排出量の調査、
　資源循環型産業体系構築事業など

Ⅲ．子育て環境の安全・安心　3 億 4,846 万円
　＜子育て・教育環境の充実＞
　　高校生世代までの医療費無償化、学ぶ楽しさ支援センター運営事業、
　　小学校施設改修事業など
　＜通学路の安全・安心＞
　　通学路の安全確保、交通安全啓発事業、交通安全施設等の充実など

❶ 超高齢社会の克服

主要事業の概要主要事業の概要



お知らせ
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

入会説明会のご案内
日時　❶ 4 月  12 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 4 月 26 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

後期高齢者医療保険料減免の申請受付期間が延長
問長寿・保険課医療保険係☎ 43-5257

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が

減
少
し
た
場
合
な
ど
に
、
申
請
に
よ
り
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
分

の
保
険
料
に
つ
い
て
、
申
請
の
受
付
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
被
保
険
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
の
影

響
）に
よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
が（
の
）

❶
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世

帯
に
属
す
る
被
保
険
者

❷
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収
入

ま
た
は
給
与
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
の

う
ち
、
主
た
る
生
計
維
持
者
に
つ
い
て

次
の
⑴
～
⑶
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者

　
⑴
令
和
４
年
中
の
事
業
収
入
等
の
い
ず

れ
か
が
令
和
３
年
中
の
収
入
の
10
分
の

３
以
上
減
少
⑵
令
和
３
年
分
の
所
得

の
合
計
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
⑶
減

少
し
た
事
業
収
入
等
に
係
る
所
得
以

外
の
令
和
３
年
分
の
所
得
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下

対
象
と
な
る
保
険
料　

令
和
４
年
度
分

で
、
納
期
限
が
令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
も
の

※
令
和
５
年
度
分
、
納
期
限
が
令
和
５
年

４
月
１
日
以
降
の
保
険
料
は
対
象
外

減
免
額　
❶
の
場
合
は
全
額
免
除
。
❷
の

場
合
は
令
和
３
年
分
の
所
得
等
に
応
じ

て 

一 

部
ま
た
は
全
額
を
減
免

申
請
受
付
期
間　
６
月
30
日
（
金
）
ま
で

7:00～20:00
※沼島は8：30～ 17：00

4 月  9  日（日）

兵 庫 県 議 会 議 員 選 挙
問選挙管理委員会事務局☎ 43-5004

投票日 投票時間

投票できる人
　18歳以上（平成 17年 4月 10 日以前に生まれ
た人）で、令和 4年 12月 30日以前から引き続い
て南あわじ市に住民登録をしている人
※南あわじ市の選挙人名簿に登録のある人で、令和
4年 12月 31日以降に県内の他市町に転出した
人は南あわじ市で投票することができます

4月 9日の投票所
　投票所入場券に掲載しています。前回の選挙から
変更となった投票所が２カ所あります。
・第４投票区（西淡中学校→西淡社会教育センター）
・第15投票区（市地区公民館→中央公民館）

投票所入場券
　４月３日（月）以降、数日かけて到着するよう郵
送します。入場券が無くても名簿登録の確認ができ
れば投票できますが、お持ちいただくとスムーズに
受付ができます。

期日前投票

場　  所 期　　　　間
広田地区公民館
パルティ（２階）
シーパ
福良地区公民館

４月１日（土）
～４月８日（土）

8：30～ 20：00
※シーパは9：30～

沼島総合センター ４月５日（水）
４月６日（木） 8：30～ 17：00

　次の場所で期日前投票ができます。入場券裏面の
宣誓書を記入の上、お持ちいただくとスムーズに受
付ができます。

不在者投票
　学業や仕事などで、選挙期間中、南あわじ市にい
ない人は、事前に手続きすることで不在者投票がで
きます。具体的な方法は、市ホームページをご覧い
ただくか、選挙管理委員会にお問合せください。

開票
　開票は、4月 9日（日）午後9時 15分から、南
あわじ市役所第２別館３階にて行います。
※密集回避のため、参観人の人数制限を行いますの
で、入場をお断りする場合があります

市内中学生の作品が県下全域の啓発物件に
　令和４年度明るい選挙啓発ポスターコンクール県
審査入選作品のうち、福榮あめりさん（南淡中学校）
の作品が、県選挙管理委
員会が作成するポスター
などの啓発物のデザイン
として使用されます。
　福榮さんは「空のグラ
デーションは上の色を濃
くすることで、遠く高い
空へ羽ばたいていくイ
メージにした」と話して
いました。

候補者の情報等
　候補者の情報は、市ホームページや新聞折込によ
る選挙公報（4月 5日前後を予定）等で
ご覧いただけます。
https://www.city.minamiawaji .
hyogo.jp/site/senkan/sen.html

会計年度任用職員の募集

マイクロバス運転員
1マイクロバスの運転業務および市有施設保全業務2

平日午前 7 時～午後 6 時のうち 6 時間（週５日、休

日勤務もあり）3高校卒業以上（3 月卒業見込み含む）、

8トン限定なしの中型以上の自動車運転免許4１人

5時給 992 円6履歴書に写真を貼り、資格証等の写

しを添えて申込先へ持参または郵送7随時募集8財

務課☎ 43-5210

会計年度任用職員希望者の登録募集
　会計年度任用職員の登録を随時募集しています。詳

しくは、右の二次元コードより市ホーム

ページをご覧ください。

問総務課☎ 43-5001

1業務内容2勤務時間3要件4募集人数
5賃金6申込方法7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください

お知
らせ

令
和
４
年
秋
開
始
接
種
の
終
了

　
令
和
４
年
９
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
令
和
５
年
５
月
７

日
（
日
）
を
も
っ
て
終
了
と
な
り

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
お

早
め
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

小
児
（
５
歳
～
11
歳
）
へ
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

小
児
へ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
４
月
よ
り
開

始
し
ま
す
。

　
対
象
者
へ
は
順
次
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
５
月
８
日
以
降
も
接
種

い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
５
年
春
開
始
接
種

　
５
月
８
日
以
降
は
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
令
和
５
年
春
開
始
接
種

を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
は
準
備
が
整
い
次
第
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
接
種
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま

す
◆
接
種
に
伴
う
効
果
お
よ
び
リ
ス

ク
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働

省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
Ｑ

＆
Ａ
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い

問南あわじ市同ワクチン接種コールセンター☎43-5671
　健康課☎ 43-5218

新型コロナワクチン接種お知
らせ
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

　
市
内
で
新
た
に
起
業
す
る
人
に

対
し
、
起
業
時
に
必
要
な
費
用
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
・
空

き
床
を
取
得
し
た
人
や
移
住
者
へ

は
加
算
金
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額　
基
本
補
助
額
は
、
対
象

経
費
の
合
計
額
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
１
５
０
万
円
。
加
算

金
と
し
て
、
移
住
者
１
人
30
万

円
、
移
住
者
２
人
以
上
50
万

円
、
女
性
30
万
円
、
離
島
辺
地

20
万
円
、
空
き
家
空
き
床
取

得
費
の
３
分
の
１
以
内
で
上
限

１
０
０
万
円

対
象
者
の
要
件

•
市
内
に
居
住
ま
た
は
居
住
予
定

の
起
業
者
、
島
外
か
ら
の
移
転

者
で
、
市
内
に
事
務
所
、
店
舗

等
を
設
置

•
起
業
、
法
人
設
立
か
ら
２
年
以
内

•
起
業
す
る
事
業
の
代
表
者
か
つ

実
質
的
な
経
営
者

•
市
商
工
会
が
開
催
す
る
起
業
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
商
工
会
か

ら
推
薦
を
受
け
た
人　
な
ど

対
象
経
費　
事
務
所
等
の
改
装

工
事
費
、
備
品
購
入
費
、
広
告

宣
伝
費
、
事
務
所
等
の
賃
料
な

ど
※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

南あわじ市で起業しませんか～起業支援補助金～
問商工観光課☎43-5221

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

ご
み
減
量
化
機
器
設
置
補
助
金

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
化
機
器
を
設

置
す
る
家
庭
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
機
器　

❶
ご
み
減
量
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
❷
電
動
生
ご
み

処
理
機

▽
補
助
金
額　
❶
購
入
金
額
の
４
分

の
３
（
上
限
６
０
０
０
円
。
今
年

度
拡
充
）
❷
購
入
金
額
の
２
分
の

１
（
上
限
３
万
円
）

※
１
世
帯
１
基
ま
で
。
更
新
は
前
回

の
購
入
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た

も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
貸
出

　
ご
希
望
の
人
に
生
ご
み
処
理
機
を

無
料
で
１
カ
月
間
貸
し
出
し
ま
す
。

　
２
月
28
日
ま
で
（
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
は
３
月
１
日
ま
で
）
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
は
、
国

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
（
最
大

２
万
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
）
の
申
請

が
可
能
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
で
き
る

ほ
か
、
市
役
所
本
館
１
階
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設
ブ
ー
ス
」
で

も
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
申
請

期
限
は
５
月
末
ま
で
で
す
。
５
月
に

な
る
と
ポ
イ
ン
ト
申
請
窓
口
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
す
で
に

　
４
月
か
ら
、
対
象
と
な
る
市
税
を

地
方
税
共
同
機
構
が
提
供
す
る
「
地

方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
や
地
方
税
統 

一 

の
ニ
次
元
コ
ー
ド
「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」

に
対
応
し
た
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
、
ス
マ
ホ
決
済
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い

な
ど
で
電
子
納
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
金
納
付
の
場
合
は
、
全

国
の
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
対
応
金
融
機
関
で

納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
市
税　
納
付
書
の
表
面

に　

 

マ
ー
ク
が
印
字
さ
れ
て
い
る

市
税
（
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

▽
貸
出
条
件　
❶
処
理
機
を
屋
内
に

設
置
す
る
❷
環
境
課
ま
た
は
沼
島

出
張
所
で
処
理
機
の
受
け
取
り
・

返
却
が
で
き
る
❸
貸
出
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
す
る　
な
ど

▽
貸
出
機
器　

外
寸
２
６
８
×

３
６
５
×
５
５
０
ミリ
、重
量
12
キロ
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製

▽
申
込
方
法　
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
の
う
え
、

環
境
課
ま
た
は
沼
島
出
張
所
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先
着

順
で
貸
出
し
ま
す
。
電
気
代
は
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
ポ
イ

ン
ト
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

早
め
の
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設
ブ
ー
ス

▽
開
設
日
時

　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
ポ
イ
ン
ト
申
請
に
必
要
な
も
の

　

❶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
❷
数
字

４
桁
の
暗
証
番
号
（
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
暗
証
番
号
）
❸
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
Ｉ
Ｄ
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
コ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
入
れ
た
い
カ
ー
ド
・
ア
プ
リ
）

❹
口
座
情
報
が
分
か
る
も
の
（
通

帳
な
ど
）

民
健
康
保
険
税
、
法
人
市
民
税
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

貸出する生ごみ
処理機

ごみ減量化機器に補助金
電動処理機１カ月貸出

マイナポイントの申請は
お早めに！市税の納付が簡単・便利に羽毛ふとんの

リサイクル

　
４
月
か
ら
羽
毛
ふ
と
ん
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
始
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
回
収
し
た
羽
毛
ふ

と
ん
の
う
ち
状
態
の
良
い
も
の
を
再

利
用
し
、
残
り
は
焼
却
処
分
し
て
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
よ
っ
て
洗
浄
の
う
え
再
商
品
化

さ
れ
ま
す
。

　
貴
重
な
天
然
資
源
の
保
全
、
二
酸

化
炭
素
排
出
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
処
分
の
際
は
ご
協
力
を
お

　
市
役
所
本
館
１
階
窓
口
の
混
雑

回
避
、
快
適
な
待
ち
時
間
の
提
供

な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

的
に
「
窓
口
番
号
発
券
機
」
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
発

券
機
で
番
号
札
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
番
号
で
お
呼
び
出
し
す
る
ま

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
の
番
号
呼
び
出

し
の
状
況
や
お
待
ち
の
人
数
を
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
混
雑
状
況
の
確

認
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

全
国
的
な
シ
ス
テ
ム
停
止
の
た

め
、
次
の
期
間
中
、
市
役
所
窓
口

に
お
い
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
・

電
子
証
明
書
に
関
す
る
業
務
の
一

部
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

余
裕
を
も
っ
て
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

停
止
期
間　

５
月
１
日
（
月
）

～
２
日
（
火
）
終
日

停
止
す
る
業
務

•
電
子
証
明
書
の
発
行

•
電
子
証
明
書
の
更
新

•
個
人
番
号
カ
ー
ド
券
面
事
項
更

新
•
個
人
番
号
カ
ー
ド
暗
証
番
号
初

期
化
（
再
設
定
）

窓口番号発券機を導入電子証明書関連手続きの停止
問総合窓口センター☎ 43-5212

問総合窓口センター☎ 43-5212問税務課☎ 43-5213

問総合窓口センター☎ 43-5212

問環境課☎ 43-5214問環境課☎ 43-5214

願
い
し
ま
す
。

回
収
方
法　
従
来
ど
お
り
、
羽
毛
ふ

と
ん
を
含
む
ふ
と
ん
（
リ
サ
イ
ク

ル
ま
た
は
再
利
用
で
き
る
も
の
に

限
る
）
は
中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
榎
列
上
幡
多
１
９
１
１
番

地
１
）
で
回
収
し
ま
す
。
直
接
持

込
に
限
り
、
無
料
で
引
き
取
り
ま

す
。
持
込
の
際
は
ふ
と
ん
カ
バ
ー

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
回
収
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

対象となる市税の納付書（見本）

見本

eL-QR

eL マーク
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令和 5 年度国民年金保険料 第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

１
万
６
５
２
０
円

　
国
民
年
金
保
険
料
額
の
変
更
に
伴

い
前
納
の
保
険
料
額
も
変
わ
り
ま
す
。

前
納
の
申
込
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
６
カ
月
（
４
～
９
月
分
）、

１
年
、
２
年
前
納
の
申
込
期
限
は
前

年
度
の
２
月
末
で
す
。
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。（
６
カ
月
前
納
（
10
月
～
翌
年

３
月
分
）
は
当
年
８
月
末
が
期
限
）

　
現
金
納
付
に
よ
る
２
年
前
納
は
申

込
み
が
必
要
で
す
。
支
払
期
限
が
５

月
１
日
で
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
に
つ
い
て

　

６
カ
月
分
（
４
月
～
９
月
）、
１

年
分
、
２
年
分
の
現
金
前
納
の
支
払

期
限
は
５
月
１
日
で
す
。
６
カ
月
分

（
10
月
～
翌
年
３
月
）
の
現
金
前
納

の
支
払
期
限
は
10
月
31
日
で
す
。
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
、
前
納
用
の
納
付
書
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

保
険
料
額
が
30
万
円
を
超
え
る
納
付

書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は

お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

ス
マ
ホ
決
済
に
よ
る
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

▽
対
象
ア
プ
リ　
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
ｄ

払
い
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
５
月
25
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
４
月
25
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所
へ

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

令和 5 年度の国民年金保険料
スマホ決済による納付の開始 問ねんきんダイヤル☎ 0570-05-1165

お知
らせ

お知
らせ

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 2年分
月々の
現金払い 16,520円 99,120円 198,240円 ※402,000円

前
　
納

現金・
クレジット － 98,310円 194,720円 387,170円

口座振替 16,470円
（早割） 97,990円 194,090円 385,900円

※令和 6 年度の保険料を 16,980 円で算出（16,520 円× 12 月＋ 16,980 円× 12 月
　＝ 402,000 円）

狂犬病予防注射の日程
問環境課☎ 43-5214

　狂犬病予防注射を4月に次の日程で実施します。ま
た、未登録の犬は登録を併せて行います。
　飼い主は生後 91日以上を経過した飼い犬を登録す
ることと、年1回狂犬病予防注射を受けさせることが
狂犬病予防法により、義務づけられていま
す。

※最新情報は市ホームページでご確認ください

お知
らせ

地域 日 場所 時間

三 

原

12 日
（水）

旧 JA榎列倭文出張所前  8:30～ 9:00
榎列公民館  9:20～10:10
小榎列集落センター 10:30～11:10
市地区公民館駐車場 11:30～12:10

13 日
（木）

國衙旧国道鎮守神社  8:30～ 9:00
神代八幡神社（神稲）  9:20～ 9:50
神代地区公民館 10:10～10:40
浦壁公会堂 11:00～11:30
健康広場駐車場 11:50～12:20

14 日
（金）

寺内公会堂  8:30～ 9:10
上八木公会堂  9:30～10:00
八木地区公民館公園前駐車場 10:20～10:40
野原消防屯所前 11:00～11:30
市徳長公会堂 11:50～12:10

20 日
（木）

学ぶ楽しさ支援センター
（旧三原志知小）  8:30～ 9:00

24 日
（月） 掃守公会堂 11:50～12:20

日 場所 時間
16 日（日） 南あわじ市役所前駐車場  9:00～12:00

地域 日 場所 時間

南 

淡

17 日
（月）

阿万体育館 8:30～  9:10
阿万西町海水浴場   9:30～10:20
灘いきがい創造センター 10:50～11:10
沼島総合センター 12:20～12:55
灘地区公民館 14:30～15:00

18 日
（火）

阿万地区公民館 8:30～  9:10
稲田荘   9:30～  9:55
大日寺 10:15～10:50
北阿万地区公民館 11:10～11:40
伊賀野コミュニティセンター 12:00～12:30

19 日
（水）

潮美台コミュニティセンター前 8:30～  9:20
仁尾荘   9:40～10:10
波止の浜公園 10:30～11:15
福良地区公民館駐車場 11:30～12:15

20 日
（木）

賀集八幡神社だんじり置場 9:20～10:00
賀集地区公民館駐車場 10:20～11:10
生子神社 11:30～12:15

地域 日 場所 時間

緑

21 日
（金）

広田地区公民館 8:30～  9:00
山添公会堂   9:20～  9:50
緑老人福祉センター 10:10～11:00
中筋公会堂 11:20～12:10

24 日
（月）

土井集落センター 8:30～  9:00
神道公会堂 9:20～  9:50
倭文公民館 10:10～10:40
安心コミュニティプラザ長田 11:00～11:30

地域 日 場所 時間

西 

淡

10 日
（月）

日光寺前   8:30～  9:00
慶野コミュニティプラザ   9:20～  9:50
松帆活性化センター 10:10～10:40
湊地区公民館 11:00～11:40
志知奥公会堂 12:00～12:20

11 日
（火）

西淡グラウンド   8:30～ 9:00
南あわじ漁協（旧丸山漁協） 9:20～  9:40
南あわじ漁協（旧阿那賀漁協） 10:00～10:20
JA 伊加利阿那賀経済センター 10:40～11:10
西淡志知公民館 11:30～12:00

登録済みの犬　注射料金は 3,500 円
登録のない犬　登録・注射料金は 6,500 円
※登録は犬ごとに行います
※登録変更があれば届けてください

●集合注射の料金（改定されました）

寄付ありがとう寄付ありがとう
ございますございます

　福良不動講代表の内海信太朗（覚信）
さんより、１月 6日の寒の入り～２月
3日寒の明けまでの寒行（各信者宅を托
鉢）の浄財の寄付がありました。市民
福祉のために活用させていただきます。

問広報情報課☎ 43-5206

スマホ相談窓口の開設日変更

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
お
困

り
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
ス

マ
ホ
相
談
窓
口
。
４
月
か
ら
市
役
所

本
館
１
階
ロ
ビ
ー
で
の
開
設
日
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
す
る
と
、
お
お
む
ね
待
ち

時
間
な
く
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

開
設
日　
毎
週
火
・
金
曜
日
（
年
末

年
始
、
祝
日
を
除
く
）

※
４
月
の
み
水
曜
日
も
開
設

開
設
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
５
時

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
１
２
０
・
３
３
３
・
８
５
７

※
予
約
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
10

時
～
午
後
７
時

◆
各
地
区
公
民
館
で
の
出
張
相
談
窓

口
は
、
5
月
か
ら
開

催
予
定
で
す
。



お知らせ

2023.4.1発行1515 1414

地区名 センター長兼
地区公民館長 電話番号 地区名 センター長兼

地区公民館長 電話番号

広　田 児玉　裕仁 44-3008 市 齋藤　伸子 42-5957

倭　文 郷野　卓也 46-0001 神　代 久田三枝子 42-5958

松　帆 西中　章博 36-2137 三原志知 宮崎　仁志 42-6343

湊 川野真太郎 37-3028 福　良 佃　　信夫 50-3048

津　井 興津　良祐 38-0680 賀　集 飛田　千景 54-0331

丸　山 中尾　隆太 39-0210 北阿万 安田　善郎 55-0055

阿那賀 橋本　里美 39-0011 潮美台 細川　貴弘 52-0430

伊加利 土居　洋之 39-0567 阿　万 榎本　輝夫 55-0046

西淡志知 北條　　明 36-5526 灘 西田　　光 56-0001

榎列・倭文 島　　　誠 42-2393 沼　島 山見　嘉啓 57-0001

八　木 柏木　正廣 42-5956

市民交流センター長兼地区公民館長の紹介お知
らせ

お知
らせ問市民協働課☎ 43-5244

　南あわじ市では、地域の皆さんのまちづくりの活動拠点となる「市民交流センター」を市内 21 地区公民館
内に設置しています。センター長兼地区公民館長を次のとおり紹介します。

　
旧
三
原
志
知
小
学
校
の
第
１
期

改
修
工
事
が
完
了
し
、
三
原
志

知
公
民
館
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
移
転
、
学
ぶ
楽
し
さ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
を
行
い
ま
し
た
。

※
施
設
を
ご
利
用
の
際
は
、
旧
小

学
校
校
門
側
か
ら
入
っ
て
く
だ

さ
い
。
建
物
出
入
口
は
運
動
場

側
に
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
も
建

物
出
入
口
付
近
に
あ
り
ま
す

学
ぶ
楽
し
さ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

教
職
員
自
主
研
修
へ
の
支
援
、

地
域
防
災
の
担
い
手
を
育
成
す

る
防
災
教
育
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
設

置
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る

三原志知公民館・交流センター移転
学ぶ楽しさ支援センター開設

問各担当

お知
らせ

お知
らせ

子
ど
も
・
保
護
者
へ
の
個
別
相
談

等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
三
原
志
知
公
民
館
（
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
）
☎
42
・
６
３
４
３

問
学
ぶ
楽
し
さ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
42
・
３
１
０
９

　
「
本
人
通
知
制
度
」
は
、
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
の
証
明

書
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
の

請
求
に
よ
り
交
付
し
た
場
合
に
、

事
前
に
登
録
を
し
た
本
人
に
お
知

ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

対
象
の
証
明
書　

住
民
票
の
写

し
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
、
戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍
附
票

の
写
し
な
ど

対
象
の
請
求　

代
理
人
か
ら
の

請
求
（
本
人
等
の
委
任
状
に
よ

る
）、
職
務
上
請
求
（
弁
護
士
、

司
法
書
士
な
ど
）、
本
人
等
以

外
の
人
に
よ
る
自
己
の
権
利
行

「本人通知制度」に
登録しませんか

問総合窓口センター☎43-5212

使
や
義
務
履
行
に
必
要
な
請
求

登
録
で
き
る
人　
南
あ
わ
じ
市
に

住
民
票
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る

人（
転
出
者
や
除
籍
者
を
含
む
）

登
録
の
方
法　
本
人
が
、
本
人
確

認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の

上
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
来
庁
が
困

難
な
場
合
は
郵
送
で
の
登
録
も

可
能
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

学
び
の
場
「
生
涯
現
役
カ
レ
ッ
ジ
」

受
講
生
募
集

　

60
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、

社
会
で
の
活
躍
に
つ
な
が
る
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
座

学
・
体
験
学
習
・
意
見
交
換
を

交
え
て
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容　
❶
た
ま
ご
（
他
孫
）
育

て
コ
ー
ス
（
全
３
回
）
❷
家
庭

菜
園
デ
ビ
ュ
ー
コ
ー
ス
（
全
３

回
）
❸
人
生
１
０
０
年
お
達
者

コ
ー
ス
（
全
３
回
）
❹
働
く
シ

ニ
ア
応
援
コ
ー
ス
（
全
１
回
）

▽
定
員　
各
10
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
込
み

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

生涯現役カレッジ受講生募集
おもいやりポイント相談会

高齢者等元気活躍推進事業

▽
申
込
締
切　
４
月
14
日
（
金
）

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、
４
月
３
日

（
月
）
に
新
聞
折

込
し
ま
す

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

個
別
相
談
会

　
あ
な
た
の
力
と
経
験
を
社
会
の

中
で
生
か
し
ま
せ
ん
か
。
週
１
回

な
ど
自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
活

動
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
28
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

　
市
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
、
少
子

化
の
影
響
・
教
職
員
の
働
き
方
改
革

等
に
よ
り
今
後
の
学
校
部
活
動
の
運

営
や
存
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
見

据
え
て
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
生
徒
の
多
様
な
学
び
・

活
躍
の
場
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
に
親
し

む
機
会
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
方
針
と
取
り
組
み

❶
学
校
部
活
動
と
同
競
技
・
分
野
の

活
動
が
地
域
に
も
あ
る
場
合
、
活

中学校部活動の方針
問学校教育課☎ 43-5231

　
市
内
で
実
施
さ
れ
る
「
地
域
づ

く
り
活
動
」や「
創
業
支
援
事
業
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
・

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に

よ
り
調
達
し
た
「
寄
附
金
」
を
活

用
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
事
業　
❶
地
域
づ
く
り
事
業

❷
創
業
支
援
事
業

対
象
者　
❶
市
内
に
住
所
を
有
す

る
団
体
❷
市
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
ま
た
は
団
体

　
観
光
、
産
業
、
文
化
の
振
興
を
目

的
に
、
本
市
の
魅
力
を
県
内
外
へ
発

信
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
事
業

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　
観
光
協
会
や
観
光
事
業
所
、
商
工

会
や
商
工
業
者
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
が
協
働
し
て
自
主
的

に
事
業
を
行
う
市
内
の
団
体
お

よ
び
事
業
者

対
象
事
業　
県
内
外
か
ら
の
観
光
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
に

寄
与
し
、
次
の
❶
～
❸
の
す
べ
て

の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
。
❶
対

象
経
費
が
３
０
０
万
円
以
上
❷

県
内
外
へ
の
広
報
宣
伝
費
が
対

象
経
費
に
１
０
０
分
の
５
を
乗

補
助
金
額　
上
限
２
５
０
万
円

※
補
助
率
は
❶
１
０
０
％
❷
50
％

募
集
期
間

　
４
月
５
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）

事
業
実
施
期
間　
補
助
金
交
付
決

定
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で

※
応
募
方
法
や
要
件
な
ど
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
４
月

５
日
か
ら
公
開
）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

じ
て
得
た
額
と
20
万
円
を
比
較

し
て
少
な
い
方
の
額
以
上
❸
環

境
に
配
慮
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
事
業

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
２
５
０
万
円
）

応
募
方
法　
所
定
様
式
の
申
請
書
お

よ
び
企
画
書
等
を
商
工
観
光
課

へ
提
出

応
募
締
切　
４
月
28
日
（
金
）

決
定
方
法　
申
請
書
類
等
を
審
査
し

た
後
、
企
画
書
等
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
り
決
定

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

ふるさと創造支援事業
の募集

にぎわいづくり事業補助金の
募集

問ふるさと創生課☎43-5205

問商工観光課☎43-5221

動
の
共
同
実
施
や
学
校
部
活
動

へ
の
地
域
指
導
者
派
遣
等
に
よ

り
学
校
と
地
域
と
の
連
携
を
深

め
ま
す
。

❷
従
来
の
学
校
部
活
動
以
外
に
、
生

徒
が
や
り
た
い
こ
と
を
放
課
後

や
休
日
に
自
主
的
・
主
体
的
な
参

加
に
よ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
「
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
」
と
い
う
新
た
な

選
択
肢
を
設
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

募集 お知
らせ

募集
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▽
定
員
　
40
人
（
要
予
約
）

▽
日
時
　
４
月
７
、
14
、
21
、
28

日
、
５
月
12
、
19
、
26
日
、
６

月
２
日
の
金
曜
日
の
午
後
７
時

30
分
～
８
時
30
分

▽
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マッ
ト

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
野

菜
・
果
物
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出
荷
物

を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市（
淡
路
島
）

を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　
年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、全
自
然
災
害
対
象
で
す
。半
壊

以
上
で
再
建
の
場
合
６
０
０
万
円

給
付
。他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
。

▽
日
時
　
❶
４
月
７
日（
金
）午
前

10
時
～
午
後
３
時
❷
４
月
18
日

（
火
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
▽
場
所
　
❶
市
役
所
本
館
１
階
❷

広
田
地
区
公
民
館

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

に
掲
載 

ほ
か

▽
日
時
　
５
月
21
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
５
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円

▽
定
員
　
30
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
国
生
の
塾（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
デ
イ

（
今
月
の
食
品
の
寄
付
受
付
日
）

▽
日
時
　
４
月
26
日（
水
）、27
日

（
木
）、28
日（
金
）の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、中
央
公
民
館
、

福
良
地
区
公
民
館

▽
提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　
お
米
、乾
麺
、缶
詰
、イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品
、調

味
料（
醤
油
、食
用
油
）、粉
ミ
ル

ク
、離
乳
食
、お
菓
子
な
ど

▽
提
供
不
可
の
食
品

　
賞
味
期
限
が
１
カ
月
を
切
っ
て

い
る
食
品
、生
鮮
食
品
、冷
凍
食

品
、ア
ル
コ
ー
ル（
み
り
ん
、料
理

酒
は
除
く
）な
ど

※
食
材
提
供
を
受
け
た
い
人
の
お

問
合
せ
は
、市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
44
・
３
０
０
７
）ま
で

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

※
下
水
道
整
備
が
完
了
し
た
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
は
、早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

自
衛
官
の
募
集

▽
募
集
種
目
　
❶
幹
部
候
補
生
❷

医
科
・
歯
科
幹
部
❸
技
術
海
上

幹
部
・
技
術
航
空
幹
部
❹
技
術

海
曹
・
技
術
空
曹
❺
一
般
曹
候

補
生
❻
自
衛
官
候
補
生
❼
予

備
自
衛
官
補

▽
応
募
資
格
　
❶【
一
般
・
大
卒

程
度
】22
歳
以
上
26
歳
未
満（
大

卒（
見
込
含
）は
20
歳
以
上
22
歳

未
満
の
人
、修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
の
人
）

【
一
般
・
院
卒
者
】20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）【
歯
科
】20
歳
以
上

30
歳
未
満
で
専
門
の
大
卒（
見

込
含
）【
薬
剤
科
】20
歳
以
上
28

歳
未
満
で
専
門
の
大
卒（
見
込

含
）❷
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許

取
得
者
❸
大
卒
以
上
で
応
募
資

格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻

学
科
等
を
卒
業
後
、２
年
以
上

の
業
務
経
験
の
あ
る
人
❹
20
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
取
得
者

等
❺
18
歳
以
上
33
歳
未
満（
32

歳
は
、採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）

❻
18
歳
以
上
33
歳
未
満（
32
歳

は
、採
用
予
定
月
の
１
日
か
ら
起

算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の
翌

▽
対
象
帳
簿
　
❶
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
❷
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿

▽
縦
覧
で
き
る
人
　
土
地
・
家
屋

の
納
税
義
務
者

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救

護
・
医
療
救
護
活
動
の
た
め
、
活

動
資
金
を
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

▽
納
入
方
法
　
福
祉
課
窓
口

　へ　

資

金
を
持
参
ま
た
は
指
定
口
座
に

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

※
振
込
み
の
場
合
は
、事
前
に
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

下
水
道
区
域
拡
大

　
５
月
１
日
か
ら
、松
帆
・
湊
処
理

区
の
一
部
区
域
で
下
水
道
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
下
水
道
受
益
者
負
担
金

　
公
共
ま
す
を
設
置
し
た
人
に
、

８
月
に
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

ご
案
内
し
ま
す
。８
月
末
ま
で
に

一
括
納
付
の
場
合
は
20
％
引
き
に

な
り
ま
す
。

◆
早
期
接
続
に
奨
励
金
交
付

　
下
水
道
の
供
用
開
始
後
公
共
ま

す
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が

　
１
年
以
内
３
万
２
４
０
円

　
２
年
以
内
１
万
５
１
２
０
円

　
３
年
以
内
７
５
６
０
円

16 16 1717

▽
日
程
　
❶
毎
週
火
曜
日
ま
た
は

水
曜
日
❷
毎
週
木
曜
日

▽
時
間
　
❶
❷
午
後
３
時
～
４
時

30
分

▽
対
象
　
❶
❷
小
学
校
全
学
年

▽
会
費（
年
間
）　
❶
１
５
０
０
円

❷
２
０
０
０
円

※
道
具
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※
申
込
多
数
の
場
合
、お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

令
和
５
年
度
公
民
館
講
座

受
講
生
の
募
集

▽
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、中
央
公
民
館
ま

た
は
各
公
民
館
に
提
出（
電
話
・

F
A
X
申
込
不
可
）

▽
申
込
締
切
　
４
月
10
日（
月
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
、各
公
民
館
に
あ
る

チ
ラ
シ（
３
月
下
旬
に
新
聞
折

込
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
福
良
住
宅

　
１
戸
、３
０
５
号
、２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、条

件
付
単
身
可
、平
成
24
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
９
５
０
０

円
～
３
万
８
４
０
０
円（
共
益

費
別
途
）

◇
受
付
期
間
　
４
月
３
日（
月
）～

４
月
17
日（
月
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日
　
４
月
25
日（
火
）

市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

令
和
５
年
度

児
童
館
ク
ラ
ブ
員
の
募
集

▽
内
容
　
❶
お
絵
か
き
教
室
❷
茶

道
教
室

令
和
５
年
度
高
齢
者
大
学

う
ず
し
お
学
園
受
講
生
の
募
集

▽
内
容
　
一
般
教
養
講
座（
年
９

回
）、ク
ラ
ブ
活
動
、研
修
旅
行

▽
期
間
　
５
月
～
翌
年
３
月
の
第

３
土
曜
日

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
ほ
か

▽
対
象
　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▽
受
講
料
　
４
０
０
０
円

▽
申
込
先
　
中
央
公
民
館

▽
申
込
締
切
　
４
月
13
日（
木
）

※
詳
し
く
は
各
公
民
館
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

学
生
海
外
派
遣
団
員
の
募
集

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
感

受
性
豊
か
な
中
高
生
を
対
象
に
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
派
遣
先
　
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
セ

ラ
イ
ナ
市（
南
あ
わ
じ
市
国
際

姉
妹
都
市
）

▽
日
程
　
７
月
24
日（
月
）～
８
月

３
日（
木
）

▽
申
込
資
格
　
❶
市
内
在
住
の
中

学
３
年
～
高
校
３
年
生（
１
世

帯
１
人
、同
事
業
参
加
経
験
者

を
除
く
）❷
応
募
者
の
家
庭
で
、

来
年
夏
の
セ
ラ
イ
ナ
市
か
ら
の

派
遣
団
員
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

入
に
協
力
す
る
意
思
の
あ
る
人

▽
助
成
額
　
派
遣
費
用
の
半
額

▽
申
込
締
切
　
４
月
21
日（
金
）

▽
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、作
文「
応
募
の
動

機
と
心
構
え
」８
０
０
字
程
度

を
添
え
、南
あ
わ
じ
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
ふ
る
さ
と
創

生
課
内
）へ
提
出

※
申
込
書
は
ふ
る
さ
と
創
生
課
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
可

▽
選
考
方
法
　
作
文
、面
接

※
世
界
情
勢
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

問
南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局（
ふ
る
さ
と
創
生
課
内
）

　
☎
43
・
５
２
０
５

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
４
月
15
日（
土
）の
午

前
11
時
と
午
後
２
時
～
、26
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午
後

７
時
30
分
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ヨ
ガ
教
室

 
ポ
ー
ズ
を
丁
寧
に
行
い
な
が
ら
、

身
体
と
心
を
整
え
ま
す
。

▽
対
象
者
　
中
学
生
以
上

▽
受
講
料
　
４
０
０
０
円（
全
８
回
）

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
等
の

購
入
補
助

　
着
信
前
警
告
機
能
と
録
音
機
能

の
あ
る
固
定
電
話
機
な
ど
の
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象

　
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

▽
補
助
金
額（
上
限
）　
固
定
電
話

機
８
０
０
０
円
、外
付
け
機
器

４
０
０
０
円

▽
申
請
期
限
　
12
月
15
日（
金
）

※
機
器
購
入
前
に
申
請
が
必
要

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

補
助
金

　
市
で
は
、自
主
防
災
組
織
を
対

象
に
、防
災
に
関
す
る
活
動
費
用

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
事
業
　
防
災
資
機
材
・
備

蓄
食
料
の
購
入
、防
災
訓
練
・
防

災
学
習
会
・
防
災
視
察
研
修
に

か
か
る
費
用
な
ど

▽
補
助
率
　
80
％

※
世
帯
数
に
よ
り
上
限
あ
り

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

令
和
５
年
度
固
定
資
産
税
帳

簿
の
縦
覧

▽
縦
覧
の
期
間
　
５
月
31
日（
水
）

ま
で
の
平
日

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

月
の
末
日
現
在
、33
歳
に
達
し
て

い
な
い
人
）❼【
一
般
】18
歳
以

上
34
歳
未
満【
技
能
】18
歳
以

上
で
国
家
免
許
資
格
等
取
得
者

（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は
53

歳
未
満
か
ら
55
歳
未
満
の
人
）

▽
受
付
期
間
　
❶
４
月
14
日（
金
）

ま
で
❷
６
月
８
日（
木
）ま
で
❸

❹
５
月
19
日（
金
）ま
で
❺
５
月

９
日（
火
）ま
で
❻
年
間
を
通
じ

て
受
付
❼
４
月
６
日（
木
）ま
で

※
試
験
日
、申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

☎
24
・
２
４
４
９

花
街
道
づ
く
り
事
業

　（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

で
は
、島
内
の
国
道
・
県
道
沿
い
の

10
㎡
以
上
の
花
壇（
休
耕
田
含
む
）

を
継
続
し
て
維
持
管
理
で
き
る
個

人
や
団
体
に
対
し
て
、植
栽
費
・
維

持
管
理
費
・
花
壇
整
備
費
を
助
成

し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
令
和
６
年
２
月
20

日（
火
）ま
で

▽
応
募
方
法
　
同
協
会
か
ら
申
請

書
を
取
り
寄
せ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）、申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
☎
24
・
２
０
０
１

樋
口
季
一
郎

「
国
生
の
塾
」開
講

▽
内
容
　
樋
口
季
一
郎
が
教
科
書

お
知
ら
せ
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こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
精
神
科
医
に
よ
る
個
別

相
談

▽
日
時
　
４
月
11
日（
火
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎
２
階

　
相
談
・
診
査
室

▽
予
約
・
問
合
せ

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
地
域
保
健
課
☎
26
・２
０
６
０

困
っ
た
と
き
、ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

▽
内
容
　
県
政
に
関
す
る
こ
と
、

日
常
生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
必
要
な
場
合
は
専
門
の
相
談
窓

口
を
紹
介
し
ま
す

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～

　
午
後
５
時
30
分
　

▽
相
談
電
話
番
号（
通
話
無
料
）

　
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

鳴
門
・
南
あ
わ
じ

渦
潮
グ
ル
メ
ラ
イ
ド

　
サ
イ
ク
ル
バ
ス
を
活
用
し
、
鳴

門
海
峡
を
縦
断
す
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
イ
ベン
ト
で
す
。
南
あ
わ
じ
市
と

鳴
門
市
の
グ
ル
メ
も
楽
し
め
ま
す
。

▽
コ
ー
ス
　
❶
鳴
門
・
南
あ
わ
じ

グ
ル
ッ
と
コ
ー
ス
（
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
シ
ー
パ
ま
た
は

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
ス
タ
ー
ト
・

約
１
１
５
㌔
）
❷
鳴
門
の
お
い

し
い
も
の
満
腹
コ
ー
ス
（
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
鳴
門
ス
タ
ー
ト
・
約

67
・
５
㌔
）

▽
開
催
日
　
５
月
28
日（
日
）

※
雨
天
決
行

▽
参
加
費
　
❶
９
５
０
０
円

　
❷
５
５
０
０
円

▽
定
員
　
❶
４
０
０
人

　
❷
６
０
０
人

▽
応
募
期
限
　
５
月
７
日（
日
）

※
詳
し
く
は
当
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
春
の
寄
せ
植
え
講
座

▽
内
容
　
季
節
を
楽
し
む
ミ
ニ
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ

▽
日
時
　
４
月
22
日（
土
）の
午
後

１
時
と
午
後
２
時
30
分
～

▽
持
ち
物
　
土
を
入
れ
た
鉢
（
直

時
30
分
～
４
時

※
刃
物
を
使
う
大
人
向
け
講
座

◆
淡
路
人
形
絵
画
教
室

　
受
講
生
募
集

　
当
館
収
蔵
の
淡
路
人
形
の
絵
画

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日
～
木

曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
冬
季
乾
燥
の
時
期
は
休
講
、次

回
は
５
月
開
催
予
定

※
毎
年
２
月
頃
に
絵
画
展
を
開
催

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

発
掘
調
査
速
報
展
特
別
企
画

南
あ
わ
じ
の
弥
生
ム
ラ
展

▽
内
容
　
八
木
の
入
田
稲
荷
前
遺

跡
・
榎
列
の
幡
多
遺
跡
他
の
発

掘
調
査
の
成
果
を
、出
土
品
と

パ
ネ
ル
で
展
示

▽
期
間
　
６
月
25
日（
日
）ま
で

▽
場
所
　
滝
川
記
念
美
術
館 

玉

青
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
☎
42
・
３
８
４
９

第
２
２
７
回
神
代
天
体
観
測
会

「
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
４
月
23
日（
日
）

　
午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

18181919

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
内
で
は
、
梅
雨
以
降
の
降
水

量
が
例
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、
三
原
川
水
系
の
ダ
ム
の
貯
水

位
は
過
去
最
低
水
位
を
記
録
し
て

い
ま
す
。
三
原
川
水
系
の
ダ
ム
の

水
は
、
水
道
水
や
農
業
用
水
に
使

用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
天
候
次

第
で
は
深
刻
な
状
況
に
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
水
道
水
の
安
定
給
水
お
よ
び
稲

作
に
お
け
る
水
源
確
保
の
た
め
に
、

節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
水
位
低
下
が
著
し
い
ダ
ム

　
牛
内
ダ
ム
、
大
日
ダ
ム
、
成
相

ダ
ム
、
北
富
士
ダ
ム

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団

　
☎
42
・
５
８
９
６

問
成
相
川
水
系
水
利
用
協
議
会
・

牛
内
ダ
ム
放
流
意
見
交
換
会

　（
事
務
局
：
洲
本
土
木
事
務
所
）

☎
26
・
２
０
５
７

地
域
づ
く
り
活
動
応
援
事
業

　
地
域
社
会
の
共
同
利
益
の
実
現

を
図
る
地
域
団
体
の
取
り
組
み
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額
　
30
万
円
以
内

▽
募
集
期
間
　
４
月
３
日（
月
）～

４
月
28
日（
金
）

問
淡
路
県
民
局
交
流
渦
潮
室

　
☎
26
・
２
０
４
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容
　
職
業
相
談
、職
業
紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
４
月
11
日（
火
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

若
者
就
労
相
談（
要
予
約
）

▽
対
象
　
仕
事
に
就
い
て
い
な
い

15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に
悩

み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時
　
４
月
26
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

径
30
㌢
）、
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

新
聞
紙
１
日
分

▽
材
料
費
　
１
１
０
０
円

▽
定
員
　
各
回
15
人

❷
籠
バ
ッ
グ
講
座
（
全
３
回
）

▽
内
容
　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
つ
く

る
普
段
使
い
の
籠
バ
ッ
グ

▽
日
時
　
４
月
15
、
22
、
29
日
の

土
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午

▽
持
ち
物
　
木
工
用
ボ
ン
ド
、

　
ハ
サ
ミ
、
洗
濯
バ
サ
ミ
10
個

▽
材
料
費
　
１
８
０
０
円

▽
定
員
　
８
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切
　
４
月
９
日（
日
）

※
土
日
の
受
付
可
・
月
曜
日
休
館

問
働
く
婦
人
の
家

　
☎
43
・
２
３
２
６

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程
　
４
月
16
日（
日
）

▽
内
容
　
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
角
寿

司
づ
く
り

※
前
日
に
は
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
上
野
）

　
☎
０
９
０
・
４
５
９
８
・
４
７
９
２

淡
路
人
形
座（
４
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容
　「
戎
舞
」、「
傾
城
阿
波
の

鳴
門 

順
礼
歌
の
段
」、「
日
高
川

入い
り
あ
い
ざ
く
ら

相
花
王 

渡
し
場
の
段
」、「
戎

舞
＋プ
ラ
ス」、「

淡
路
人
形
座
え
え
と

こ
ど
り 

或
る
夜
の
段
」、バ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
、人
形
解
説

◆
定
時
公
演
　
午
前
10
時
、午
前

11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分
、午

後
３
時

◆
４
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜

日
、20
日（
木
）の
午
後

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容
　「
御ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ

所
桜
堀
川
夜よ
う
ち討 

弁べ
ん
け
い
じ
ょ
う
し

慶
上
使
の
段
」、だ
ん
じ
り
唄

「
御
所
」に
も
な
っ
た
弁
慶
・
お

わ
さ
・
娘
の
信し
の
ぶ夫
な
ど
を
展
示

◆
第
31
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間
　
５
月
７
日（
日
）ま
で

◆
三
原
中
学
校
郷
土
部
・
南
淡
中

学
校
郷
土
芸
能
部 

創
部
40
周

年
記
念
展

▽
期
間
　
４
月
８
日（
土
）～
10
月

末
頃
ま
で

▽
人
形
や
か
し
ら
、写
真
を
展
示

◆
活
動
40
周
年
・
淡
路
木
偶
づ
く

り
講
座
受
講
生
募
集

　
淡
路
人
形
の
か
し
ら
を
作
る
講

座
で
す
。
道
具
を
持
っ
て
い
な
い

初
心
者
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
講
座
は
令
和
４
年
度
に（
公
財
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
の
ふ
る
さ

と
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▽
日
時
　
毎
週
土
曜
日
、午
後
１

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▽
日
時
　
４
月
10
日（
月
）

　
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
教
育
相
談
窓
口
☎
22
・
４
１
５
２

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
食
品
表
示
に
関
す
る
相

談
、専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必

要
な
栄
養
指
導
な
ど

▽
日
時
　
４
月
10
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
２

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　

☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
希
望
者
の
募
集

▽
内
容
　
仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
希
望
す
る
女
性
の
た
め
の

無
料
個
別
相
談（
木
曜
日
の
み

一
時
保
育
あ
り
）

▽
日
時
　
毎
週
木
曜
日
と
４
月
22

日（
土
）❶
午
前
10
時
～
❷
午

前
11
時
～
❸
正
午
～

▽
場
所
　
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー（
神
戸
市
中
央
区
東

川
崎
町
１
︲
１
︲
３
神
戸
ク
リ

ス
タ
ル
タ
ワ
ー
７
階
）

▽
相
談
員
　
女
性
相
談
員（
社
会

保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み
　
予
約
専
用
番
号

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

司
法
書
士
会
に
よ
る
相
談

▽
内
容
　
登
記
・
成
年
後
見
・
法
律

の
相
談

▽
日
時
　
４
月
19
日（
水
）

　
午
後
６
時
～
９
時（
１
人
30
分
）

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
武
田
司
法
書
士
事
務
所

　
☎
25
・
３
２
３
０

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容
　
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
相
談

▽
日
時
　
４
月
26
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
兵
庫
県

建
築
士
事
務
所
協
会
淡
路
支
部

（
長
次
設
計
）☎
22
・
１
９
７
６

相
　
談

　

市民無料法律相談市民無料法律相談（要予約・先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　11日（火）・27日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）
◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　15日（土）10:00～13:00
◆申込締切　11日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問ふるさと創生課☎43-5205

農地相談農地相談（要予約・先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　21日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236

高齢者の出張相談高齢者の出張相談
◆内容　高齢者の在宅生活での心配ごと
　　　　の相談など
◆日程　❶5日（水）❷12日（水）
　　　　❸21日（金）❹28日（金）
◆時間　❶9:30～15:30
　　　　❷～❹10:00～16:00
◆場所　❶沼島地区公民館❷丸山地区
　　　　公民館❸三原志知公民館❹灘
　　　　地区公民館
問地域包括支援センター☎43-5237

高齢者虐待・認知症相談高齢者虐待・認知症相談
◆日時　 平日の8：30～17：15
◆相談　地域包括支援センター
　　　　☎43-5237

ひとり親家庭相談ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦の相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　家庭児童相談室☎43-5239

妊娠・出産・子育て相談妊娠・出産・子育て相談
◆日時　❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703

４月の無料相談 お
知
ら
せ
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※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジでも番組の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

問広報情報課映像制作係
☎43-2345

さんさんネット
コミュニティチャンネル
４月番組の見どころ

　 撮 っ て お き ☆ 　
毎週月曜日 ８：00 更新
■ 時間　８：00 ～、13：00 ～、20：00 ～
４月10日（月）～16日（日）
・志童和太鼓フェスティバル2023
　～未来へ翔ける～【前半】
４月17日（月）～23日（日）
・志童和太鼓フェスティバル2023
　～未来へ翔ける～【後半】

　 さ ん さ ん ニ ュ ー ス 　
月曜日～金曜日 ７：30 更新
■ 時間　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、
　 　　 19：30 ～、22：30 ～

４月３日（月）
・第９回 南あわじ市舞踊の会
４月４日（火）
・南あわじ市斎苑　桜花の郷（新火葬場）
　供用開始
４月10日（月）
・知っ得！ええ農情報
　～普及センターの女性農業者支援について～
４月17日（月）
・こちら市役所です ～新任職員紹介～

４月の休館日
毎週月曜日
28 日（金）月末整理日
※公民館図書室は１日（土）、
　２日（日）も休館

問市立図書館☎53-0234
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は
　　土曜日も17時まで

みんなの図書館
今月のおすすめ本

　人間に小学校があるよう
に、おににも小学校がありま
す。ふたごのおにのベニーと
ルリーは小学校に入学。小学
校では、国語、算数、せいか
つに、かなぼうの勉強もしま
す。鬼ヶ島へ遠足にいったベ
ニーとルリーが楽しくお弁当
を食べていると、とつぜんサ
イレンが…。元気な双子の小
学校ライフにわくわく！

伊藤美奈子／監修
（Gakken）

　ある日突然、学校に行きた
くなくなる…。そんな「不登
校」について、マンガと図解
で小中学生にわかりやすく
解説。学校に行く意味や学び
の機会について気づきを与
える１冊です。不登校を経験
した人や学校の先生、カウン
セラーの先生たちに話を聞
いたロングインタビューも多
数収録しています。

山田マチ／作、岡本よしろう／イラスト
（あかね書房）

おにのしょうがっこうおにのしょうがっこう

　「 配 属ガ チャ」「 上 司ガ
チャ」が流行語になる昨今、
会社側は何を企図して（ある
いは企図せず）人事を行って
いるのでしょうか？運だけで
決まるように見える人事と
いう名のブラックボックスに
対して詳細な実態調査を行
い、各種のパターンが浮かび
上がりました。昇進をめざす
人にもおすすめです。

藤井 薫／著
（中公新書ラクレ）

人事ガチャの秘密人事ガチャの秘密「学校」ってなんだ？「学校」ってなんだ？

公民館図書室
休館のお知らせ

　システム更新および蔵
書点検のため、公民館図
書室（中央・広田・湊）は、４
月３日（月）まで休館して
います。ご理解・ご協力を
お願いします。

蔵書検索
停止のお知らせ

　インターネットでの蔵
書検索・予約は、４月10日

（月）まで利用できません。
※電話予約もできません

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
43
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯

全
淡
柔
道
大
会

（
２
月
５
日
・
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

団
体
戦

【
小
学
生
の
部
】

②
南
淡
少
年
柔
道
教
室

【
中
学
生
の
部
】

①
沼
島
中
学
校
Ａ

【
高
校
一
般
の
部
】

①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

個
人
戦
・
小
学
生
男
子

【
１
年
生
の
部
】

②
北
井
成
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

③
北
本
大
吉
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
２
年
生
の
部
】

②
村
上
俊
介
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
５
年
生
の
部
】

②
久
留
米
然
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
６
年
生
の
部
】

①
清
水
日
向
（
柔
心
館
北
野
道
場
）

②
波
戸
悠
侑
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

③
苔
口
遥
真
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

個
人
戦
・
小
学
生
女
子

【
１
年
生
の
部
】

①
森
本
真
碧
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
２
年
生
の
部
】

③
天
羽
希
維
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

　　　

　紐は土の中にあるとすぐに腐ってしまいます
が、３号銅鐸には奇跡的に紐が残っていました。
また、銅鐸内部から取り出す作業中、舌

ぜつ
３・４・

６・７にも銅鐸内部につり下げていた紐が残っ
ていることがわかりました。これまでに銅鐸や
舌に紐が残っていた事例はなく、全国で初めて
の発見となりました。

『
全
国
初
の
紐ひ

も

の
発
見
』

松帆銅鐸に迫る　12

舌３に残っていた紐

滝川記念美術館
玉青館で、松帆
銅鐸全７点が展
示公開されてい
ます。

ヤ
ン
グ
淡
路

　
ヤ
ン
グ
淡
路
は
、
第
31
回
ヤ
ン

グ
リ
ー
グ
春
季
全
国
大
会
兵
庫
東

支
部
予
選
（
12
月
10
日
～
11
日
・

淡
路
佐
野
運
動
公
園
野
球
場
）
で

３
位
の
成
績
を
収
め
、
第
31
回
ヤ

ン
グ
リ
ー
グ
春
季
全
国
大
会
（
３

月
25
日
～
27
日
・
倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

中
学
硬
式
野
球

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

平
野
陽ひ
な
た大 

さ
ん
（
辰
美
小
３
年
）

　
平
野
さ
ん
は
、
第
22
回
全
国

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会

（
11
月
20
日
・
養
父
市
つ
る
ぎ
が

丘
公
園
）
で
２
位
の
成
績
を
収
め
、

第
22
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
（
３
月
30
日
～
31
日
・
千

葉
県
白
子
町
）
４
年
生
以
下
男
子

ダ
ブ
ル
ス
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
３
年
生
の
部
】

②
苔
口
妃
舞
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
４
年
生
の
部
】

②
久
井
愛
月
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

③
波
戸
﨑
夏
鈴
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

【
５
年
生
の
部
】

①
清
水
か
ん
な
（
柔
心
館
北
野
道
場
）

【
６
年
生
の
部
】

①
増
田
琴
子
（
南
淡
少
年
柔
道
教
室
）

個
人
戦
・
中
学
生
男
子

【
１
年
生
の
部
】

①
寺
田
瑞
季
（
沼
島
中
）
②
本
田
京

ノ
丞
（
沼
島
中
）
③
水
谷
紳
太
朗
（
南

淡
中
）
③
正
田
怜
音
（
沼
島
中
）

【
２
年
生
の
部
】

①
杉
下
想
明
（
沼
島
中
）
②
篠
原

佑
磨
（
沼
島
中
）
③
居
神
澪
宝
（
南

淡
中
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
女
子

③
畑
田
茉
穂
（
洲
本
高
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
段
外

③
長
谷
川
大
晟
（
淡
路
三
原
高
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
有
段

②
土
居
弘
汰
（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）

③
桑
嶋
幸
哉
（
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ
）　

第
16
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

（
２
月
11
日
・
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

①
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ
②
松
帆
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
③
亀
岡
Ｊ
Ｖ
Ｃ

③
賀
集
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ピノキオの
おはなし会

毎週日曜日
10：30～11：00

南あわじ市図書館
ホームページ

第118回市議会定例会一般質問
■放送日　４月３日（月）～９日（日）
■時　間　８：00 ～、20：00 ～
　　　　　※土曜のみ 13：00 ～も放送

【ご注意ください】
４月３日（月）～９日（日）のさんさんニュースは、
22時台の放送が、深夜０時台に変更となります。また、
４月８日（土）16 時台のさんさんニュースの放送は
ありません。

壮
行
会
に
出
席
し
た
ヤ
ン
グ
淡
路
の

田
中
慎し
ん
と人
さ
ん
（
三
原
中
３
年
）
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    ４４月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

● 献血
日 曜日 受付時間 場所
29 土 11：30 ～ 16：00 ショッピングセンター・パルティ

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

２日（日） 宮 﨑 美 枝 医師 平 山　 毅 医師

９日（日） 富 本 喜 文 医師 西 口　 弘 医師

16日（日） 畑 田 卓 也 医師 守 本 圭 希 医師

23日（日） 穀 内 勇 夫 医師 瀧 川　卓 医師

29日（土） 村 野 謙 一 医師 富 本 喜 文 医師

30日（日） 西口　弘 医師 友清龍一郎 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 18 火  ９：00 ～ 10：30

13：00 ～ 14：30
市役所本館
1 階　　　

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
日 曜日 受付時間 場所

27 木 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

12 水 14：00 ～ 15：00 中央公民館２階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

23 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

24 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

12 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ４年11月生） 27 木 ゆめるん

センター

４カ月児健康診査 （Ｒ４年12月生） 28 金

南あわじ市　
保健センター

育児相談 （Ｒ４年９月生） 25 火

10カ月児健康診査 （Ｒ４年６月生） 21 金
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ３年９月生） ４ 火

２歳児育児相談 （Ｒ２年９月生） 12 水

３歳児健康診査 （Ｒ１年11月生） 14 金

就学前５歳児健康診査
（Ｈ30年４月２日～30日生） 17 月

遊びの教室（予約制） ６ 木

発達支援相談（予約制） ６ 木

※受付時間等は対象者に案内します

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします
※新型コロナウイルスの検査はでき

ません

健康課からのお知らせ

● はじめましてパパ＆ママ講座　※要申込
妊婦とその家族を対象とした講座

内容 日 曜日 場所
前期コース（歯科健診など）

８ 土 ゆめるんセンター
後期コース（赤ちゃんのお世話など）

問健康課☎43-5218

  人間ドック受診助成  町ぐるみ健診

◆ 申込締切　４月 14 日（金）※要申込、日時指定制
健診内容　健康診査（19～ 39歳）、特定健康診査（40

～ 74歳）、後期高齢者健康診査、がん検診（肺、胃、
大腸、口腔、前立腺、子宮頸、乳房）、その他検診（結
核、骨粗しょう症、肝炎、胃 ABC、腫瘍マーカー）
など
※乳がん検診は申込不要。対象者には別途通知します

申込みから健診までの流れ
①４月初旬＝各世帯に送られてきた申込書に記入

し、同封の返信用封筒でご返送ください。
※受診しない人も返送してください
②６月以降＝申込者へ健診受診票等郵送
③６月下旬～９月＝健診

健診日程と健診場所　※６～８月は日曜日以外
６月＝23～ 28日（湊地区公民館）
７月＝3～10日（福良地区公民館）
　　　17～ 21日（保健センター）
８月＝1～11日（中央公民館）
９月＝2・3日（市役所第２別館）

◆ 受診前に健康課への申込みが必要です
対象者　次の❶～❻の要件をすべて満たす人

❶１年以上市内に居住している❷人間ドック受診日
の年度末に満 40 歳以上❸加入する医療保険に人間
ドックの助成制度がない❹人間ドック受診日と同じ年
度の町ぐるみ健診を受診しない❺人間ドックの結果、
保健指導が必要となる場合は指導を受ける事に同意す
る❻本人および同一世帯の人が市税・後期高齢者医療
保険料・介護保険料を滞納していない

必須検査項目　特定健診および肺がん（南あわじ市国
民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者のみ）／
胃がん・大腸がん／乳がん・子宮頸がん検診（年度
末で偶数年齢の人のみ）

助成額　南あわじ市国民健康保険・後期高齢者医療
保険の加入者１万円、その他の医療保険の加入者
5,000円
※年度末で偶数年齢で、乳がん検診受診者は4,500

円加算、子宮頸がん検診受診者は2,500円加算
必要書類　被保険者証（写し）、納税証明書など

  令和５年度高齢者の肺炎球菌予防接種

対象者　南あわじ市に居住する下の表の年齢に該当す
る人。対象者には４月上旬に通知します。
　※過去に同接種を受けた人は対象外

接種期間　4月１日～翌年3月31日
自己負担金
　3,000円（医療機関の窓口でお支払ください。ただし、
生活保護受給者は自己負担なし）

持参するもの　健康保険証、予診票
※60歳以上65歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸器の

機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に一定の障害がある人（身体障害手帳１級および同
程度の障害）に該当する人は、健康課（☎43-5218）
へ連絡いただければ予診票を発行します

※生活保護受給者は受給証明書を持参（福祉課生活福祉
係（☎43-5216）へ連絡してください）

● 令和５年度（4 月 1 日～翌年 3 月 31 日）の対象者
65歳 昭和 33 年 4 月 2 日生～昭和 34 年 4 月 1 日生の人
70歳 昭和 28 年 4 月 2 日生～昭和 29 年 4 月 1 日生の人
75歳 昭和 23 年 4 月 2 日生～昭和 24 年 4 月 1 日生の人
80歳 昭和 18 年 4 月 2 日生～昭和 19 年 4 月 1 日生の人
85歳 昭和 13 年 4 月 2 日生～昭和 14 年 4 月 1 日生の人
90歳 昭和 ８ 年 4 月 2 日生～昭和 ９ 年 4 月 1 日生の人
95歳 昭和 ３ 年 4 月 2 日生～昭和 ４ 年 4 月 1 日生の人
100歳 大正 12 年 4 月 2 日生～大正 13 年 4 月 1 日生の人

新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎078-362-9980（受付時間：土日祝日含む24時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

発熱等があれば、まずは電話で相談を
発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずはかかりつけ
医等に電話で相談してください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場合は、以下窓口へ相談してください。

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療
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子子育育てて広広場場 月月

　誕生から入園までのお子さんと保護者の皆さん、
センターでお待ちしています。子育てが楽しくなる
交流と学びの場です。ひろばで子育てを楽しもう！
新年度の登録も始まっています。

令和５年３月13日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※３月号の正解は『淡路ビーフ』 。54通の応募がありました

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 　４月 14 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

2525 2424

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口●人　口  44,996人44,996人（前月比-119人）（前月比-119人）
　    （男）　    （男）  21,694人21,694人（前月比-58人）（前月比-58人）
　    （女）　    （女）  23,302人23,302人（前月比-61人）（前月比-61人）
●世帯数 19,823世帯●世帯数 19,823世帯（前月比-35世帯）（前月比-35世帯）
※令和５年※令和５年３３月月１１日現在日現在

４４

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

桑嶋　幸哉（伊丹市）

小嶋　康裕（広　田）

松本　正志（淡路市）

日髙　大希（神戸市）

愛宕美由紀（淡路市）

東内麻由美（姫路市）

神田　絵莉（北阿万）

大谷　陽菜（神戸市）

２ 月 23 日

２ 月 23 日

２ 月 23 日

３ 月 ７ 日

結婚 赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

藤 本　 祷
い と

叶

新 居 田 晃
あ き と

士

増 山　 一
い ち か

花

長 手　　 季
とき

南　　 開
か い と

翔

奥 野　 玖
く る み

望

男

男

女

男

男

女

竜 司

和 也

雄 亮

研 輔

侑 作

優 作

榎 列

倭 文

北阿万

神 代

榎 列

賀 集

２ 月 １ 日

２ 月 14 日

２ 月 20 日

２ 月 22 日

２ 月 22 日

２ 月 27 日

出生

登里　米子

前田　正一

和田あいこ

正木　平三

山下　克枝

清水うめ子

平田　正枝

梅 本　　 勇

傳 寳　　 清

津 井

松 帆

市

神 代

津 井

福 良

志 知

広 田

松 帆

94

59

93

88

78

92

79

88

97

２ 月 25 日

２ 月 25 日

２ 月 26 日

２ 月 27 日

２ 月 27 日

２ 月 28 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ６ 日

細川　隆雄

真 野　　 晋

長尾かづゑ

三木　和子

岩口　尹一

雨堤さだ子

武田　周二

武田　敬子

八 木

市  

福 良

福 良

八 木

津 井

北阿万

八 木

90

101

95

92

91

96

72

75

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 ９ 日

３ 月 10 日

３ 月 10 日

３ 月 12 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

谷池　義光

村上かずみ

里深　時夫

宮本　文夫

土居千鶴子

久留米米吉

田 中　　 實

濵邉　武廣

奥野　雅己

津 井

八 木

榎 列

市

広 田

福 良

賀 集

潮美台

八 木

71

97

102

89

94

88

96

79

75

２ 月 12 日

２ 月 12 日

２ 月 13 日

２ 月 15 日

２ 月 18 日

２ 月 19 日

２ 月 20 日

２ 月 20 日

２ 月 24 日

死亡

●出前ひろば （ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15
　※４つの出前ひろばは、どこでも参加できます

ひろば名 開設日 場所

みどり 7,12,14,19,21,26,28 南あわじ市保健センター

せいだん 6,11,13,18,20,25,26 湊地区公民館

みはら 6,11,13,18,20,25,27 働く婦人の家

なんだん 7,12,14,21,26,28 福良地区公民館

●ふれあいプレイルーム （平日9：00～15：30）
　（ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

ひよこ 　R5.4.2 ～ R6.4.1生まれ

りす 　R4.4.2 ～ R5.4.1生まれ

うさぎ 　R3.4.2 ～ R4.4.1生まれ

ぞう 　R2.4.2 ～ R3.4.1生まれ

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 内容等

ままひろば
パーソナルカラー診断
　ゆめるんセンター

19日（水） 
①10:00～
②10:40～
③11:20～

先着　各４組
費用　500円（当日集金）

４月のおたんじょうかい
　ゆめるんセンター

24日（月）
10:30～ 持参　ウエットティッシュ

こどもの
日の製作を
しよう！

ゆめるん
センター

26日（水）
27日（木）
28日（金）
13:00～

手形・足形を使った
こいのぼりづくり
持参　はさみ・のり・カラー 
　　　ペン
※所要時間約30分

みどり
ひろば

26日（水）
28日（金）
10:00～

せいだん
ひろば

27日（木）
10:00～

なんだん
ひろば

26日（水）
28日（金）
10:00～

３月２日（木） おひるねアート

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。

※３月 20 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

　市では 2025 年大阪・
関西万博に向けて、●●
ガイド養成を行っており、
第１期生として３人が認定
を受けました。心のこもっ
たおもてなしで、国内外から南あわじ市を訪れる人
の満足度が高まることが期待されます。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。　　　　

（ヒントは広報３頁）

  ●今年度の年齢別ひろばの区分
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味方にディスクをパスでつないだり、それを阻止しようとして試合を
楽しむ生徒たち

道の駅うずしお付近に完成した鳴門岬駐車場「うずまちテラス」

　子どもたちに地場産業の淡路瓦を身近に感じてもらお
うと3月2日、淡路瓦工業組合の協力のもと、瓦体験工
房「安冨白土瓦」（松帆）で瓦ペイント体験が行われました。
松帆小学校の6年生約30人が参加し、瓦のキャンバス
を彩りました。
　児童たちは淡路瓦の紹介を受けた後、ペイント体験に
挑戦。好きなキャラクターや動物、卒業を記念するメッセー
ジなどあらかじめ考えてきた絵柄を、約９センチ四方のい
ぶし瓦に下書きし、アクリル絵の具で色付けしていきまし
た。出来上がった作品は卒業記念品として児童たちに贈ら
れました。
　好きなスポーツ団体のロゴマークを描いた中川晟

じょうしろう
史郎

さんは「初めて淡路瓦の話を聞いて、瓦は長持ちすると
知った。瓦に絵を描くのは新鮮だった」と話していました。
　安冨白土瓦の安冨義和さんは「大人になったとき、淡
路が瓦の産地だと周囲にPRしてくれたらうれしい」と期
待を込めていました。

　松帆地区で採取した砂山から発見された「松帆銅鐸」
が県の重要有形文化財に指定されました。
　松帆銅鐸は平成27年、同地区で採取された砂利の中
で見つかった計７点。それぞれの内側に入っていた音を
鳴らすための棒である「舌

ぜつ
」が組み合わさっています。

うち３組６点は、大きい銅鐸の中に小さな銅鐸を収めた
入れ子状態で発見されました。
　これまで銅鐸と舌が一緒に発見されることは非常にま
れでした。一部の銅鐸のつり手部分や舌にはひもの痕跡
が残っており、使用状況がうかがえます。また、銅鐸の
中に残っていた植物片から年代測定分析を行った結果、
紀元前４世紀半ばから紀元前２世紀半ばのものとみられ
ます。銅鐸がまとまって見つかった例では最古級で、埋
まっていたときの状況や使用方法の解明につながる点な
どから、弥生時代の生活を研究する上で貴重な資料とし
て評価されました。
　なお、松帆銅鐸全７点は滝川記念美術館「玉青館」で
常設展示しています。

松帆小 6 年生が瓦ペイント体験

南あわじ出土の松帆銅鐸

地場産業を身近に感じて

県重要有形文化財に指定

01 瓦のキャンバスに絵の具で色を付ける児童たち。02 出来上がった作
品を手にする児童たち

シャッターアートを披露する藪さん（右）と武政さん

　福良を訪れた観光客を町中に呼び込もうと、地域再
生協働員の武政彰吾さんが企画した「福良シャッター
アートプロジェクト」。第4弾となる作品が南あわじ市
消防団福良第四分団屯所に完成しました。
　今回、シャッターアートを手掛けたのは福良出身の
藪幸

こうげん
元さん。縦横約2.5 ㍍のシャッターに約6カ月か

けて作品を仕上げました。藪さんは「楽しいまちをイ
メージし、明るい色で描いた」といい、淡路人形浄瑠
璃の人形やハモ、フグなど、まちの魅力が彩り豊かに
表現されています。

福良シャッターアート第 4 弾

楽しいまちを鮮やかに表現

0101

0202

　広田中学校で2月17日、フライングディスクを使う
スポーツ「アルティメット」の教室が行われ、3年生50
人が参加しました。
　アルティメットは、ディスクをパスでつなぎ、相手の
陣地でキャッチすることで得点となる自己審判制の競技。
一般社団法人日本フライングディスク協会（東京都）と
伊藤忠エネクス株式会社（東京都）が、スポーツを通じ
て子どもたちに自主性や公平性を学んでもらおうと、全
国各地で教室を開催しています。生徒たちは、同協会の
指導普及員にディスクの投げ方やパスなどを教わり練習
した後、４人１チームで試合を実施。走ったり跳んだりし
ながらパスをつなぎ、爽やかな汗を流しました。

　鳴門岬駐車場「うずまちテラス」（福良丙）が完成し、
3月5日から営業が始まりました。
　同施設は、大鳴門橋自転車道の整備を見据え、周
遊観光を促進するため自動車や自転車、シャトルバ
スなどの交通拠点として建設。令和7年春まではリ
ニューアル工事が行われている「道の駅うずしお」に
代わり、土産物や軽食を販売します。
　建物には淡路瓦やマジョリカタイル、兵庫県産木材
を使用。隣接する芝生広場には播磨灘から福良湾ま
でのパノラマの絶景を楽しめるテラスを設けていま
す。営業時間は午前9時～午後5時。木曜日は休み。

広田中でアルティメット教室

「うずまちテラス」完成

スポーツを通じて自主性・公平性を

大鳴門橋周辺の交通拠点を担う

県文化財に指定された松帆銅鐸
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相談内容 相談先 電話番号

高齢者

● 高齢者の生活、こころや身体のこと
● 物忘れが気になる、認知症の家族の
悩みなど

● 高齢者虐待のこと

地域包括支援センター（市役所） 43-5237

南あわじ市社会福祉協議会 44-3007

緑風在宅介護支援センター 45-1718

どんぐりの里在宅介護支援センター 36-5630

三原在宅介護支援センターやすらぎ 42-7333

三原在宅介護支援センター太陽の家 43-3100

南淡在宅介護支援センターやすらぎ 53-0030

生活困窮

● 住む所がない、病気で働けない
● 生活に困っている、仕事が見つから
ない

● 生活保護に関する相談

福祉課（市役所） 43-5216

南あわじ市社会福祉協議会 44-3007

障害者
（児）

● 障害福祉サービスを利用したい
● 日中の居場所がほしい
● 障害者虐待のこと

福祉課（市役所） 43-5216

南あわじ市社会福祉協議会 44-3007

あわじ障害者相談支援事業所きらら 43-2155

淡路障害者生活支援センター 26-0525

身体障害者生活支援センター
フローラすもと 22-5448

教育
● 進路、不登校、しつけ、親子関係
● いじめ、友達や先生 青少年育成センター（市役所） 43-5238

子育て

● こどもについての悩みや児童虐待 家庭児童相談室（市役所) 43-5239

親子のための相談LINE（兵庫県）

● 妊娠中の健康のこと
● 乳幼児の健康や食事のこと
● 発達の遅れのこと

子育て世代包括支援センター
　健康課（市役所）
　子育てゆめるん課（市役所）

43-5218
43-5219

こころと
からだ

● 家にひきこもっている家族がいる
● こころや身体の健康のこと

健康課（市役所） 43-5218

NPO法人ソーシャルデザイン
センター淡路 42-0399

ヤング
ケアラー

● 大人が担うような家事や家族の世話、
介護を18歳未満の子どもが行って
いる

福祉課（市役所） 43-5216

兵庫県ヤングケアラー・
若者ケアラー相談窓口

078-894ｰ3989
LINEアカウント

2828
※本紙は 3月 22 日時点での情報を掲載しています。紙面に掲載した内容が変更となっている可能性がありますの
で、ご了承ください

ご家族など、まわりの人からの相談も受け付けています。

児童相談所虐待対応ダイヤル
「１８９（いち・はや・く）」

24時間対応

詳しくは
市ホームページを
ご覧ください各種相談窓口一覧

その困りごと、相談しませんか？
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